
共催：東京科学大学難治疾患研究所「共同利用・共同研究システム形成事業~学際領域展開ハブ形成プログラム~ 」

国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 精神疾患病態研究部

橋本亮太 Tel: 042-346-2046 （内線6255）

5月22日（木）までに下記URLよりお申し込みください。
精神疾患病態研究部のHPからもお申し込みいただけます。

https://forms.gle/HC3aV5shpnFVg7Um6
※事前申込が必要です。

2025年 5月 23日（金）18:00～19:00（質疑応答含む）日 時

開催方法 Zoomを用いたLIVE型のweb形式

参加費 無料

参加方法

演者：野田 隆政 先生
国立精神・神経医療研究センター病院
精神診療部長/ニューロモデュレーションセンター長

精神病態セミナー

ニューロモデュレーション（NM）療法はニューロンをモデュレート（調整）する

という考え方から派生した用語で、近年、反復経頭蓋磁気刺激（rTMS）を筆頭に

注目されています。NMは薬物療法と併用可能であり増強療法として合理的です。

精神科領域においてはrTMS、電気けいれん療法（ECT）を保険診療で提供可能

です。NCNPではうつ病へのrTMS維持療法、双極症へのrTMS療法を先進医療Bで
実施しています。さらに磁気けいれん療法（MST）を医師主導治験で準備してい

て、研究では経頭蓋直流刺激（tDCS）も活発に行われています。このように

臨床・研究で活躍しているNMを総括してその可能性をご紹介いたします。

https://forms.gle/HC3aV5shpnFVg7Um6
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